
















都城市議会議⻑ ɻ 様

提出日ɻ 令和７ 年７ 月４ 日

氏名ɻ 成合円美佳

視察報告書

以下のとおり視察の報告を致します。

１ ɻ 所属会派名

ɻ ɻ 自由民主党有志会

２ ɻ 研修名

ɻ ɻ 行政視察

３ ɻ 受講場所

ɻ ɻ 北海道白糠町役場、 道の駅しらぬか恋問館、 北海道札幌市役所、 北海道稚内市役所

４ ɻ 受講期間

ɻ ɻ 令和７ 年６ 月30 日（ 月） ～ɻ 令和７ 年７ 月２ 日（ 水）

５ ɻ 研修内容

ɻ ɻ

ɻ ɻ 北海道白糠町

ɻ ɻ 〇寄付金額200 億超え、 ふるさ と納税の取組について

ɻ ɻ 〇道の駅恋問館（ ふるさ と納税寄付金の使い道）

北海道札幌市

〇子ども医療費助成制度の拡大について（ 高校生まで無料）

〇大刷新、 近隣自治体と 連携した企業立地の取組について

北海道稚内市

〇環境都市宣言および再生可能エネルギーの推進について

６ ɻ 研修の感想

ɻ 〇白糠町

ɻ 白糠町のふるさ と 納税に関する説明を受け、 一番に感じ たのは執行部が「 生産者」 を一

番に考えているという ことが、 はっきり と伝わってく ることであった。



白糠町の返礼品の7 割はいく らと エンペラーサーモンであり 、 海産物。 しかし 、 地球温

暖化などを背景に、 近年、 海の環境も変わってきているとのこと 。 そこで、 白糠町がふる

さ と 納税の寄付金を活用して取り 組んだのは、 海中の状態を最先端技術で調査するプロ

ジェ クト 。 莫大な費用がかかるので、 各漁業関係者の皆様だけではできないと ころを行政

がし っかり と 支えている。 小手先ではない、 ⻑ 期的な視点に立ち、 わが町の未来のために

漁業を守り 抜く という 強い意志が感じ られた。

また、 それぞれの返礼品に統一感が出るよう にしていると いう 工夫にも感心した。 梱包

に用いるパッ ケージや、 W EB サイト 上に掲載するサムネイル画像のデザインを一括して、

（ ２ つの主たる水産物加工業者は除いて） 白糠印刷という １ 社の企業に委託している。 こ

れによって、 多く の返礼品事業者が、 発注作業等の手間が簡略化され、 ふるさ と 納税以外

の業務に集中できるよう になっている。

令和６ 年度は 211.7 億円と 、 都城市より も 多額の寄付を獲得している。 それなのに、

「 寄付金額にはこだわっていない」 と 、 担当参事は断言された。 「 たと え、 今後ふるさ と

納税という 制度自体がなく なっても、 う ちは困らない」 と担当参事が話さ れていたのが印

象的であった。 どう いう こと か。 あく までふるさ と 納税は、 今できる最高の対外的 PR の

ツールと 捉え、 白糠町の産業がこれからもずっと守られ続けていく こと に重きを置いてい

る。

たと えば、 銀座など、 大都会の高級レスト ランと 複数提携しており 、 白糠町の食材を

使ったレシピの開発を行い、 白糠食材レシピブッ クを発行し 、 返礼品に同封している。 一

見、 納税者を喜ばせるため、 リ ピータ ーを増やすための仕掛けに思えるが、 これには大き

な意味が隠されていた。 数々の有名なレスト ランのシェ フとの関わり をもったことにより 、

白糠町の食材の素晴らし さが伝わった店もあり 、 店の定番メ ニューの食材と して、 そこか

ら取引が始まり 、 生産者の販路が広がっているのだという 。

ɻ 道の駅しらぬか恋問館が 4月29日オープンしたばかり という ことで、 こちらも白糠町が

ふるさ と納税の寄付金と国の予算を掛け合わせて作られたという ことで視察した。

本市の道の駅ニクルと比較したと ころ、 違いがいく つもあった。 まずは、 イート インが

施設の大部分を占めていること 、 そして、 子どもの遊び場もイート インと一体化しており

隔たり がないので、 親たちが椅子に腰掛けながら、 遊んでいる子どもを見守ること もでき

ていた。 デザインから、 子育て世代の気持ちに寄り 添っている。 立ち寄っ たのは夕方で

あったが、 多く の子連れ客や観光客、 地元業者などで賑わっていた。 砂浜沿いにあると い

う こと もあり 、 海の見えるサウナやコインランド リ ー、 ド ッ グランなどもあり 、 ⻑期滞在

もできそう であった。 過去の同僚議員の一般質問でもあったよう に、 白糠町の道の駅のお

土産売り 場に少しだけ並んでいる野菜売り 場の野菜も、 熊本産のじゃがいもなどが並んで

いた。 以前に SAP の皆さんと意見交換をした際、 そもそも観光客向けに作られた道の駅で

あるのだから、 野菜を並べても、 「 安いね～」 と 素通り さ れるだけであり 、 売れるはずな

いと いう 考えには納得し た。 私たち議員も何泊かかかる視察のため、 日持ちし ない野菜を



わざわざ買おう とはならなかった。

ɻ 寄付金の使い道に戻るが、 白糠町の子育て政策は、 都城市より はるか上であった。 保育

料完全無料、 産後ケア、 不妊治療、 出産育児などは、 同等であるが、 白糠町は、 結婚祝い

金支給事業、 結婚新生活支援事業、 １ ８ 歳までの医療費全額無料、 小学校入学時 2 万円の

支援金、 小中高すべて給食費無料、 中学校入学時３ 万円の支援金など、 かなり 充実してい

る。

移住政策も、 新築用地に町有地を１ ０ ０ 坪無償提供すること や、 太陽光発電システム設

置に 250 万円の助成をすること 、 新築住宅の固定資産税を一定期間半額免除するなどをし

ている。 都城市とは、 給付額は変わり ないかもし れないが、 給付したお金の使い道がはっ

きり していることが大きく 異なり 、 し っかり と定住が見込めるよう な事業づく り であった。

〇札幌市

ɻ

ɻ 子どもの医療費を高校生まで無料にしている自治体は、 他にも複数あるが、 私たちが札

幌市に着目したのは、 政令指定都市規模での取り 組みでは、 財政負担がものすごいことに

なるだろう に、 独自の財源で前進しているところであった。 やはり そこには、 出生率の低

下が大きく かかわっており 、 札幌市は１ を切り 、 0.96 と いう 数字であった。

札幌市は200 万人弱の人口規模で、 こども医療費の受給対象者だけで、 約 19.3 万人おり 、

本市の人口より も多い。 約 70 億円が年間で必要だという 。 今後の課題は、 今は所得制限が

かかっていると いう こと で、 すべての子どもたちが対象になっているわけではないことだ

という 。

ɻ 次に、 札幌市が掲げる大刷新と は何か。 それは、 札幌市内にある大型ビル等が次々に老

朽化しており 、 建て替えやリ ノ ベーショ ンの時期を迎えていること から、 これを機に、 企

業誘致を、 大規模な再開発と共に大胆に行おう という ものであった。

ɻ 札幌市の強みとして、 教育機関の集積という 高い人材供給力があるという こと 、 ２ つ目

に、 首都圏との同時被災リ スクが低いから、 Ｂ Ｃ Ｐ 拠点になると いう 、 この２ つが印象的

であった。 本市にも大学は１ つだけあるし 、 高専や専門学校もある。 また、 災害も沿岸部

と 比べ、 比較的少ない。 圧倒的に違う のは、 札幌市は土地が余っていないので、 ビルの各

階に誘致していく イメ ージであり 、 コールセンターやＩ Ｔ コンテンツ企業の開発・ 制作拠

点などが向いている。 いわゆるオフィ ス系である。 工場や物流施設などは、 ほと んど厳し

いという ことであったが、 これらを解決する仕組みも用意していたことに大変驚いた。

それは、 札幌市だけでなく 、 札幌圏での施設設置に向けた補助金の創設である。 札幌市

に隣接する小樽市、 石狩市、 当別町、 江別市、 岩見沢市、 南幌町、 北広島市、 恵庭市、 千

歳市の９ 市町を札幌圏として、 いずれの市町に、 工場等を新設、 増設しても、 札幌市が土

地・ 家屋・ 償却資産への設備投資を行う 企業に補助をするものである。 市外への誘致され

た企業にも投資するという 攻めの姿勢に感銘を受けた。 やはり それだけ、 隣の市町であっ



ても、 札幌市民が通勤すること が多いので、 メ リ ッ ト があるのだという 。 このよう に、 他

市町との連携した企業誘致という のは新たな発見であった。

〇稚内市

稚内市はいち早く 2011 年に環境都市宣言をしており 、 稚内市の再生可能エネルギーの

推進は、 凄まじ いものであった。 稚内空港から市役所までの移動中、 至る所に、 風力発電

と 太陽光発電システムが設置されていた。 本市は畜産廃棄物処理が課題で、 私はバイオマ

ス発電のほう に関心があったが、 残念ながら、 稚内市はバイオマス産業都市に認定さ れて

はいるが、 一般から出る生ごみを活用する稚内市バイオエネルギーセンターであった。 民

間の発電所が複数ある中、 稚内メ ガソーラー発電所、 稚内市水道事業風力発電所と 、 3 施

設は稚内市が運用している施設であった。 市の発電所で得た再生可能エネルギーは、 地産

地消されており 、 球場や公園など、 公共施設の電力に活用されている。 また、 余剰電力は

北海道電力へ売電し 、 稚内市の貴重な財源にもなっていて、 約１ 億円が環境政策に活用で

きていると いう 。 環境政策の代表例と して、 省エネ家電買替補助金があり 、 家庭において 、

消費電力が大きい冷蔵庫と 照明器具を省エネ製品へ買い替えすること に対して補助金を出

し 、 二酸化炭素排出量の削減と エネルギー価格高騰の影響を受ける家計の負担軽減を図る

こと が目的である。 都城市と環境が異なる点は、 稚内市民はエアコンを購入すること はほ

とんどないのだという 。 現に、 稚内市役所内にエアコンはついていなかった。

市が売電するという 強みを生かし た財源づく り には見習う ものがあった。 なかでも、 驚

いたのは、 水道事業と風力発電を組み合わせていることである。 稚内市水道事業風力発電

施設という ものがあり 、 風力発電で得たエネルギーは浄水場の電力として自家消費し 、 余

剰電力も 19 の公共施設へ自己託送している。 稚内市役所庁舎自体もその電力を使っている 。

水道事業と いえば、 都城市では水道料金値上げの問題で、 白熱し た討論が先日行われ、 料

金改定が決まったと ころだが、 稚内市のよう に、 一般市民からの料金収入や、 企業債、 内

部留保以外から、 運営資金を得ていく という 考え方は初耳であった。

都城市でも風力発電をと 言いたいと ころだが、 風力発電のプロペラになる部分、 ブレー

ド と いう のだが、 それは中国から輸入しており 、 稚内市は港から近いので輸送コスト が低

いと分かったので、 内陸部にある都城市ではコスト 面で厳しいかもしれない。

ɻ し かしながら、 太陽光発電であれば、 できないこと もないのではと思った。 今は、 ふる

さ と 納税寄付金があるが、 今後はどう なるかわからない。 環境保全のためにも、 都城市が

独自に得られる財源確保のためにも、 再生可能エネルギーについて、 もう 少し 積極的に取

り 組む必要があるのではと感じた。

７ ɻ 研修の成果及び市政への反映



ɻ

ふるさ と 納税に関しては、 やはり 、 ふるさ と 納税の返礼品を生産している「 農家」 を大

事にしなければならない。 市⻑ の口からは、 返礼品事業者に感謝すると いう 言葉はあるが、

生産者という 言葉は聞かれないという 意見も、 産業経済委員会の同僚議員より 聞いている 。

そして、 都城市のふるさ と 納税の恩恵を感じていないという 農家の生の声がある。 また、

会派の同僚議員からは、 幾度も、 ふるさ と納税では、 返礼品事業者に何億、 何十億円と委

託料が支払われており 、 委託料上位の業者には、 牛ト レーサビリ ティ を違反し た業者も含

まれており 、 市外はおろか県外に本社を置く 企業も複数あるといったことを一般質問で指

摘さ れている。 たと え、 それがルールの範囲内で行われていることであったと しても、 市

民、 生産者の理解が得られるよう なふるさ と 納税にしていく べきだと私は考える。 そのた

めには、 今、 産業経済委員会で分科会を開き、 常日頃話し 合っている、 本市の農業ビジョ

ンを見直す必要があるし 、 ふるさ と納税の寄付金の使い道が生産者のためにもっとつなが

るよう に精査していく べきであると思ったので、 委員会ではこの視察で得た見識を共有す

ること と 、 この先の一般質問で、 もし も、 ふるさ と納税の制度がなく なってし まった時の

こと までを執行部は考えているのか、 考えているのなら、 具体的にどのよう な取組がある

のか質問したいと思う 。

ɻ 道の駅に関しては、 白糠町の恋問館から、 かなり のインスピレーショ ンを受けた。 そう

はいえども 、 今更、 ハード な改造は難し いので、 Ｊ Ａ アト ムと の差別化や、 観光という 側

面の強化のためにも、 相当な工夫が必要である。 たとえばスタジオキッ チンなどではなく

て、 イート インスペースを拡大したほう がいい。 お肉が売り なのであれば、 Ｂ Ｂ Ｑスペー

スと して整備して、 観光客に野菜も含め楽しんでもらう 仕掛けづく り はどう かと 思う ので

いつか一般質問をして提案したい。 寄付金の使い道と して参考にするため、 子育て政策や

移住定住政策についても、 資料を見せていただいた。 感想でも述べたよう に、 市民が望む

べきことを全力で叶え切った上で、 かつ、 定住につながる制度づく り をしていること は大

変参考になった。 本市も白糠町のよう に、 一時的な増加ではなく 、 先を見据えた移住定住

政策に転換していただきたいので、 これもいつか一般質問を行いたい。

札幌市の企業誘致については、 本市にも南九州大学があるので、 大学と 誘致を担当する

部署との連携はとれているのだろう か確認し たい。 また、 海がなく 津波が考えにく いとい

う 利点は、 都城市はもっと強調してもいいのかもし れない。 他市町と連携した企業誘致に

は、 大きなヒ ント を得た。 都城市だけが得をし よう と するのではなく 、 都城圏域で考えて

呼べない企業を、 他の市町と連携して誘致すること ができないだろう か質問を行いたい。

最近、 高校生と の意見交換会が頻繫に行われ、 ラウンド ワンを誘致してほしいと の声が毎

度上がる。 ラウンド ワンがあれば、 都城に若者が本当に戻ってきてく れるのか疑問が残る

が、 他の市町と連携すれば、 できないこと もないのではないかと提案したい。

稚内市の再生可能エネルギーの推進については、 都城市では、 商工業者等に向けた省エ

ネルギー設備導入支援事業費補助金はあるが、 稚内市のよう に一般市民向けの事業はない。



財源をどう するかは課題ではあるが、 二酸化炭素の排出量を減少さ せたいという こと であ

れば、 市民にも対象を広げるべきではないかと 思ったので、 いつかの一般質問で取り 組み

たい。

また、 水道事業に風力発電で得た収入を充てていると いう 新しい考え方から、 視野が広

がった。 本市の再生可能エネルギーの推進について、 現状がどう なのかと いう 下調べがま

ず足り ていなかった。 これまでエネルギー関係の質問を一度もし たこと がないので、 まず

は本市における太陽光発電システムの数や、 発電力がどの程度あるのか、 売電収入の合計

など、 もう 少し 、 基本的なことを調べてから、 一般質問等や委員会審議に活かしたい。


